
顧客
（ものづくり企業）

ルールベースＡＩ
（製造ルール）

製造指示書生産指示システム
（既存）

１社製品仕様 製造仕様

ルールベースＡＩ
（製造ルール） 見積書見積システム

（既存）
引合仕様 見積仕様

ルールベースＡＩ
（取引ルール）

納品書
出荷指示書
発注書

販売管理システム
（既存）

受注仕様

受注データ
物流データ
発注データ

顧客
（ものづくり企業）

顧客
（卸業企業）

従来、ベテラン社員や技術者が担っている業務（ゾーン）を自動化する

提案するシステム
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ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
は個別対応

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
は個別対応



ＡＩ機能の市場

ルールベース型ＡＩ

機械学習型ＡＩ
人の視覚、聴覚を高度化し精度アップ

①
②

③

① 人の視覚や聴覚をＡＩに置き換えて、高度に精度アップした監視機能で 効率化や今まで人では
出来なかったことを可能にする。（ex.ドローンで稲の病害虫発生状況を自動監視 など）

機械学習型ＡＩ＋ルールベース型ＡＩ

ベテラン社員、技術者の暗黙知をシステムに実装

③ ベテラン社員や技術者が持つ暗黙知を形式知化⇒デジタル化⇒システム実装して、自動化や経験の浅い
社員・技術者でも業務を担当できるので業務効率化、精度アップが図れる。（製造設計、引合見積など）

② 自然言語、画像情報やIoTで取得した情報を自動的にデータ化し、そのデータをインプットとして
ルールベースに従って自動判断する。（ex.コールセンターの自動応答システムで大幅な効率化 など）

特殊

汎用

高価

安価

用途 導入費用

市場

自然言語、画像、IoTを業務ルールとマッチング



製品内容

業務ルール
チャットボット

業務ルール
ＡＰＩ

業務ルール
登録・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

知識ＤＢ

基幹系システムとの
連携は個別対応

既存の基幹系システム
（生産管理、見積、販売管理）

伴走型支援
（コンサルティング）

知識ＤＢを構築して初めて企業独自色を実現

知識ＤＢを既存基幹システム実装して効果を発揮

伴走型支援が必要

基幹システムとの連携開発が必要

んど

連携支援

ＩＴＣなど

ＩＴベンダー

特長



困りごと
解決実証デモ

出来上がり像
提案

暗黙知⇒形式知⇒ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化
して 知識ＤＢ構築

業務ルール（知識ＤＢ）の
システム実装開発

困りごと内容を確認し
その一部を実証デモ 設計項目内容を確認 ﾍﾞﾃﾗﾝ社員・技術者の暗黙知を形式知化

し業務ルールの標準化ヒヤリング
基幹システムとのI/Fと
帳票出力のカスタマイズ

業務ルール
チャットボット

業務ルール
登録・メンテナンス

業務ルール
ＡＰＩ

無料 無料

①業務ルールﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄ導入費用
・ソフト導入費 １５万円
・保守料、継続相談費（１万円/月）
②コンサル費用＋操作指導料
・１０～５０万円程度（個別見積）

①業務ルールＡＰＩ費用
・ソフト導入費 ２０万円
・保守料、継続相談費 ２万円/月
②システム開発費用
・５０～１００万円程度（個別見積）

活動
概要

活動
内容

必要
ソフト

活動
フェーズ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

導入
費用

営業フェーズ 営業フェーズ コンサルフェーズ システム開発フェーズ
導入意思確認 見積提示 見積提示


